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現在のモンゴル国が1918年に行った国政調査で、総人口のおよそ8割が地方に暮らし、遊牧業に携わっているとの結果が得られた。1921年に人民革命が勝利を収めたことで、世界では二番目の社会主義国家の設立が宣言され、1950年代から生産資料である家畜の国有化が実施されることと同時、人口の移住、特に地方から都市部への移住が国によって厳しく管理されるようになった。

1990年、東欧諸国の民主化運動の波がモンゴルに及び、長年にわたって政権を握っていたモンゴル人民革命党が自ら一党独裁政治に終止符を打った。民主主義政権の誕生とともに、国民が居住地を自らの意思で選択する権利が新しい憲法によって保証された。また、自由経済の導入と生産資料の私有化によって家畜が増え、家畜の種類構造にも変化が生じた。
この報告は、著者は2007年9月にモンゴル国統計局、ウランバートル市内の書店、中央県住民登録情報課を訪れ、上述の人口分布と家畜の数および種類の構造変化について集めた情報に関するものである。
今回の収集作業は主に統計データを中心に行われ、次の文献およびデータブックを入手している：
1． Mongolia in a Market System -Statistical Yearbook 1989-2002 (MGL, EGL)

2．Mongolian Statistical Yearbook 2002, 2004, 2005, 2006 (MGL, EGL)

3．Agriculture in Mongolia 1971-1995  - A Statistical Profile(MGL, EGL)

4．Livestock industry in 2006 (MGL)

5．中央県の人口遷入出 (1995-2006) (プリント)
6. 中央県の家畜頭数変化 (ソム単位、1970-1989，1996-2006) (プリント)
7．Sukhbaatar県の家畜頭数変化 (ソム単位、1970-1989，1996-2006) (プリント)
8．Human development in Mongolia 2003 (MGL)

9．Ulaanbaatar at the Beginning of 21st Century Massive In-Migration, Rapid Growth 
of Ger-Settlements, Social Spatial Segregation and Pressing Urban Problems -The 
Example of 4th Khoroo of Songinokhairkhan Duureg- (EGL)

10．2000 Population and Housing Census  Internal Migration and Urbanization in 
Mongolia: Analysis Based on the 2000 Census (EGL)

11．Mongolian Population in XX Century (EGL)

12．Report of in-migration of Mongolia (MGL)

　上記のデータ集および文献から、県レベルの人口変動は1989年-2006年の期間、家畜頭数および種構成は1971年-2006年の期間の情報を知ることができる。また、中央県とスフバートル県において、家畜の頭数および種構成は1970年-1989年，年1996-2006年の期間においてソムレベルのデータが入手することができた。これらのデータセットから、全体的に増加傾向にある総人口が1990年代の初頭に停滞状態になるなか、遊牧人口が急激に増えるが、1992年から頭打ち状態になり、2001年から減少傾向に転じていることが示された（図1）。
　1990年に、モンゴルの政治体制は社会主義から資本主義へ、経済体制は計画経済から市場経済へ転換するスタートを切った年であり、社会全体が失業とインフレに陥り、大変混乱な状況が発生した。総人口の増加が停滞し、都市部で仕事を失った多くの人々が、田舎の親戚や知人を頼って、遊牧業に携わるようになった。総人口は1993年から再び増加傾向に転じたが、遊牧人口は1990年代の終わりまでの間にわずかながら増加傾向を見せ続けた。
　家畜の場合は、私有化が進められ始めた1990年代の初頭から、1999年をピークに増え続けた（図2）。2000、2001年にはモンゴルのほぼ全土を席巻した旱魃の発生が、草原の一次生産を平年に比べて大きく低下させた。そのため、えさ不足によって温暖な季節に十分な体力が作られなかった家畜が、厳しい冬を乗り越えられず大量に死亡し、いわゆるゾドが発生した。気候条件の激しい変動による家畜の大量死が、1990年代のはじめの状況と真反対に、遊牧を生業にする多くの人を都市部に送り込んだ。体制転換が始まって10年を超えた2000年から、社会情勢は一段と落ち着きを取り戻し、都市部での雇用状況の改善に答えるため、あるいは需要が集中する市場を目指して、地方から多くの人々が都市部や幹線道路沿いを目指して移住を始まった。このような流れが、リモート地域の過疎化と都市部の過密化を同時に引き起こし、自然と社会環境に更なる問題をもたらしている。
　自然植生を持続的に利用する遊牧は、これまでモンゴル国の経済において重要な役割を果たしてきた。1990年代に入って自由経済体制の中、人々はより多くの現金収入を得られるため、家畜の数を増やすことを目標に努力している。一方、気候条件の年々変動が激しいモンゴル高原では、草原の生産量が不安定であることが古くから知られていたため、遊牧という生産様式が生まれたわけである。その遊牧が、モンゴル草原の持続性に重要な役割を果たしてきたと考えられる。自然環境の持続性は社会全体が発展する究極な資本といえるだろう。そういう観点から言うと、これからのモンゴル国では、人々の生活向上と自然環境の持続性がますます注目の焦点になることだろう。

　自然草原を生産資料とした牧畜業が、依然として国の基盤産業であるモンゴルの自然環境の持続性と社会の発展を考えるには、草原の生産力、人口の構成、家畜の頭数と種構成が重要な参考材料である。ここでこれらの材料に関して、ほんの一部しか解析していないが、地域ごとに詳細な解析が全体の状況を把握するのに不可欠であると考えられる。そのため、各県の人口と家畜の変動を示すデータの入手が必要となるが、首都ウランバートルを囲い込み、交通と通信が比較的な便利な中央県のことを詳しく調べることが重要と考えられる。ここで、中央県の人口と家畜のソムレベルのデータを入手することを提案して、報告を締めくくりたい。
図1．1989年－2006年におけるモンゴル国の総人口と遊牧人口の変動


（モンゴル国統計局2004、2007）。
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図2．1971年－2006年の期間における家畜頭数の変動（モンゴル国統計局1996、2007）。
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